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福島県内での
住環境測定による

リスクコミュニケーション
鳥取県三朝温泉

２０１７年１１月２０日

その他、初期の対応

農機具資材の表面汚染検査

家畜飼料用稲の放射能測定

農作物・ひまわりの
放射能測定

除染作業・実験の立ち会い

野草押し花の安全確認

福島以外の地域の情報提供

PTA自主除染への協力

初期のころ既に農作物等は
多くが安全な状況であった

調査状況と内容

土壌のコア抜き調査 線量率測定とダストサンプリング

表面汚染密度測定用試料採取
井戸水のサンプリング
河川水のサンプリング

1) 徹底した不安事項の聞き取り
2) 不安に応じた測定メニューの選択
3) 試料採取または現場測定
4) 採取試料の持ち帰り分析
5) 対面による結果の説明
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小高区西部住宅周辺の歩行サーベイ結果
測定器：Polimaster社製 PM1703MO-1B

測定日：２０１５年９月１５日

尾根 緩やかな傾斜

急傾斜
窪地（蓄積）

居久根の屋敷際（蓄積）

急傾斜側は線量率の
低減効果が大。
穏やかな傾斜側は、
線量低減が小さく、
窪地部分に放射性物質
が集まっている。

居久根における放射性物質の移動
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除染による低減率：～75％

除染前後の比較
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南相馬市南部住宅
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左：2014年9月22日（除染直後）
右：2015年9月15日（除染1年後）

単位：μSv/h
測定器：TCS-171
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1.05 1.21
0.90 1.47

0.83 0.63
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0.71  0.57
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1.03 0.64
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1.31  0.84
1.41  0.91
1.38  0.72

1.20 0.76
1.32 0.74
1.32 0.57

0.80  0.61
0.71  0.57
0.73  0.44

0.90  0.83
0.77  0.74
0.64  0.52

0.81 0.60
0.71 0.54
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1.03  0.89
0.87  0.75
0.67  0.57

0.94  0.74
0.83  0.66
0.83  0.55

0.85  0.64
0.75  0.60
0.67  0.48

1.33  0.95
1.46  1.07
1.68  0.98

1.20  0.98
1.12  0.98
0.96  0.72

1.28 0.97
1.18 0.98
1.22 0.98

1.31 0.96
1.24 1.10
1.26 1.43

1.25 0.86
1.09 0.79
0.98 0.76

1.80 1.52
1.03 1.46
1.33 1.00

1.98 1.86
2.06 2.08
1.92 2.90

1.63 1.30
1.52 1.33
1.53 2.40

1.34  0.99
1.22  0.98
1.06  0.98

1.12  0.83
1.00  0.81
0.98  0.79

B
1.03  0.62
0.87  0.63
0.73  0.60

1.56  1.24
1.33  1.08
1.09  0.80

1m        
50cm 
表面

※ スズメバチ注
意

自然低減率：18～22％

除染後経年変化

最近の不安対応活動

座談会・説明会

八丈石山への山道被ばくの調査 ホコリによる
内部被ばくの調査

相談員さん、複数専門家との共同対応室内汚染の評価と試料採取

対応者 他大学関係者の参加
南相馬市相談員の参加

（現在、実地研修等）

ま と め
この活動の内容（前述のとおり）
１） 住民とのコミュニケーション（不安事項の洗い出し）
２） 不安に基づいて、適切な測定評価方法の選択
３） できる限り住民と向き合った測定
４） 対面による結果の説明

この活動で大切と思われること
・計測（身近なデータ）に基づき、事実（測定結果）を住民に知らせる
・安全情報だけでなく、少しでも潜在的リスクを洗い出し排除する
・個人の情報を大切にし、功名心による研究報告や公表にとらわれない
・計測に基づく健康影響判断は、専門家の関与なくして困難
・住民が帰還、移住のどの判断を下したとしても、

後悔しない判断のための情報伝達をする

今後について
・息の長い対応を望まれるケースが多い（活動継続の資金問題、可能か？）
・不安事項の多様化（多種多様な相談対応には、複数の研究機関が必要）
・個別相談による相談者の広域化（個別市町村ごとの対応でカバー可能か？）
・2017年になった今でも、住環境に不安を持つ方が多く存在する。


